
　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
省
エ
ネ
技
術
や
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
半
導
体
で
は
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

や
太
陽
電
池
が
そ
の
代

表
的
製
品
だ
。
こ
れ
ら
半
導
体
を
製
造
す
る
た
め
に

も
省
エ
ネ
化
は
必
要
で
あ
る
。
今
回
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
太

陽
電
池
、
そ
れ
ぞ
れ
の
製
造
装
置
で
省
エ
ネ
化
す
る

方
法
を
紹
介
す
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
用
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
・
ダ
イ
ボ
ン
ダ
ー
サ
ー
ボ
の
小
型
・
軽
量
化
が
重
要

半導体製造装置の省エネ化技術
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半
導
体
産
業
界
が
取
り
組
む
環
境
負
荷
低
減

グローバル・ケア活動を推進

　
半
導
体
製
造
装
置
の
世
界
団

体
で
あ
る
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
で
は
会
員

企
業
が
半
導
体
製
造
に
お
け
る

環
境
負
荷
低
減
に
向
け
た
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
の
ひ

と
つ
が
「
職
場
の
健
康
と
安

全
」
「
資
源
保
全
」
「
生
産
者

管
理
責
任
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
奉
仕
」
「
卓
越
性
」
と
い

う
五
つ
の
原
則
に
基
づ
い
た
考

え
方
・
行
動
指
針
に
よ
っ
て
、

「
環
境
」
「
健
康
」
「
安
全
」

の
三
つ
に
か
か
わ
る
企
業
活
動

を
推
進
す
る
「
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ

　
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ

グ
ロ
ー
バ
ル
・

ケ
ア

」
と
い
う
活
動
。
グ
ロ

ー
バ
ル
・
ケ
ア
と
い
う
考
え

方
、
思
想
に
基
づ
い
て
企
業
活

動
し
て
い
く
こ
と
は
、
半
導
体

産
業
界
が
環
境
負
荷
の
低
減
や

安
全
性
の
向
上
な
ど
に
貢
献
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
業
界

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な

が
る
。

社
以
上
が
こ
の
活
動

に
参
加
表
明
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン

は
２
０
１
２
年
も
半
導
体
製
造

装
置
の
展
示
会
で
あ
る
セ
ミ
コ

ン
ジ
ャ
パ
ン
併
催
の
環
境
関
連

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、
環

境
関
連
の
規
制
に
対
す
る
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
く
。

　

　の
コ
リ
ン
ズ
純
子
部
長
代
理

は
「
今
年

月
の
セ
ミ
コ
ン
ジ

ャ
パ
ン
で
環
境
問
題
に
つ
い

て
、
よ
り
多
く
の
来
場
者
が
参

加
で
き
る
場
所
と
機
会
を
作
る

予
定
」
と
い
う
。
ま
た
、
業
界

一
丸
と
な
っ
て
の
取
り
組
み
を

行
う
た
め
、
「
こ
れ
ま
で
以
上

に
日
本
半
導
体
製
造
装
置
協
会

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｊ
と
の
連
携
や
協
業

を
進
め
て
い
き
た
い

コ
リ
ン

ズ
部
長
代
理
。

　
半
導
体
デ
バ
イ
ス
は
生
産
技

術
の
転
換
期
に
あ
る
。
よ
り
一

層
の
回
路
線
幅
微
細
化
や
ウ
エ

ハ
ー
の
大
口
径
化
な
ど
、
デ
バ

イ
ス
の
低
消
費
電
力
化
や
生
産

効
率
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
き
た
。
微
細
化
は

限
界
に
近
い
と
い
わ
れ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ま
で
に
何
度
も
微

細
化
の
限
界
説
が
流
れ
、
デ
バ

イ
ス
メ
ー
カ
ー
の
生
産
技
術
と

装
置
・
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
メ
ー

カ
ー
の
製
品
技
術
力
で
限
界
説

を
打
ち
破
っ
て
き
た
。

　
微
細
化
進
展
に
と
も
な
っ

て
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
で
要
求

さ
れ
る
清
浄
度
も
高
ま
る
一

方
。
そ
の
半
面
、
空
調
が
使
用

す
る
電
力
、
さ
ら
に
は
空
調
に

か
け
る
コ
ス
ト
は
増
加
の
一
途

を
た
ど
る
。
空
調
に
関
す
る
省

エ
ネ
化
、
低
コ
ス
ト
化
は
今
後

さ
ら
な
る
微
細
化
を
進
め
る
に

あ
た
り
、問
題
だ
。
加
え
て
、昨

年
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

半
導
体
製
造
フ
ァ
ブ
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
給
危
機
に
直
面
し
て
お

り
、よ
り
一
層
の
節
電
、省
エ
ネ

対
策
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
情
況
の
中
、
Ｓ
Ｅ

Ｍ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン
が
昨
年

月
に

開
催
し
た
省
エ
ネ
座
談
会
で
は

デ
バ
イ
ス
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
富

士
通
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
が

「
震
災
電
力
不
足
に
よ
る
緊
急

節
電
対
応
」
を
解
説
。
ま
た
、

空
調
関
係
で
は
大
気
社
が
フ
ァ

ブ
冷
却
水
の
最
適
化
で

％
の

省
エ
ネ
化
を
実
現
す
る
「
熱
源

シ
ス
テ
ム
の
最
適
制
御
化
」
を

紹
介
す
る
な
ど
、
デ
バ
イ
ス
メ

ー
カ
ー
、
装
置
メ
ー
カ
ー
、
フ

ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
メ
ー
カ
ー
の
三

者
に
よ
る
提
案
や
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
ジ
ャ
パ

ン
で
は
今
年
も
「
省
エ
ネ
座
談

会
」
の
開
催
を
予
定
し
て
お

り
、
よ
り
一
層
の
環
境
負
荷
低

減
に
向
け
た
話
し
合
い
が
行
わ

れ
る
。
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Ｌ
Ｅ
Ｄ
用
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ

ー
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
チ
ッ
プ
を
金
属

電
極
に
接
着
す
る
た
め
の
接

着
剤
塗
布
装
置
。
一
方
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
用
ダ
イ
ボ
ン
ダ
ー
は
Ｌ

Ｅ
Ｄ
チ
ッ
プ
を
塗
布
さ
れ
た

接
着
剤
の
上
に
装
着
す
る
装

置
だ
。
装
置
に
は
接
着
剤
を

塗
布
す
る
ヘ
ッ
ド
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

チ
ッ
プ
を
吸
着
す
る
ヘ
ッ
ド

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ヘ
ッ

ド
に
は
上
下
の
位
置
決
め
用

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー
と
回
転
方

向
の
位
置
決
め
用
サ
ー
ボ
モ

ー
タ
ー
が
搭
載
さ
れ
て
い

る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
用
装
置
の
ヘ
ッ

ド
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
を
一
度

に
多
数
製
造
す
る
た
め
、
通

常
の
Ｉ
Ｃ
製
造
用
装
置
ヘ
ッ

ド
よ
り
移
動
距
離
が
長
い
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
用
装
置
の
省
エ
ネ

化
で
は
ヘ
ッ
ド
部
分
を
軽
量

化
す
れ
ば
よ
い
。
そ
の
方
法

の
一
つ
が
ヘ
ッ
ド
駆
動
用
サ

ー
ボ
モ
ー
タ
ー
の
容
量
を
小

型
・
軽
量
化
す
る
こ
と
。
し

か
し
、
小
型
・
軽
量
化
し
て

も
サ
ー
ボ
自
体
の
性
能
を
落

と
さ
な
い
こ
と
が
重
要
だ
。

　
当
社
は
最
高
回
転
数
が
１

分
間
に
６
０
０
０
回
転
、
速

度
周
波
数
応
答
１
・
６

、
フ
ラ
ン
ジ
角

×

タ
イ
プ
で
３
・
３

、

５
・
５

、

な
ど
の
製

品
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
た
小

容
量
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
ド
ラ
イ
ブ

「
Σ
―
Ｖ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
」
を
開

発
し
た
。
性
能
面
で
従
来
製

品
と
同
様
だ
が
、
小
型
・
軽

量
化
し
て
い
る
。
新
ア
ド
バ

ン
ス
ト
オ
ー
ト
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
、
モ
デ
ル
追
従
制
御
、
振

動
抑
制
制
御
、
摩
擦
補
償
機

能
を
搭
載
。
整
定
時
間
は
０

―
４

秒
に
短
縮
で
き
る
。

動
力
の
電
源
電
圧
は

。

一
部
制
限
は
あ
る
が

で

も
使
用
可
能
だ
。

　
一
方
、
太
陽
電
池
の
製
造

方
法
に
は
半
導
体
と
同
様
の

シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
ー
で
製
造

す
る
方
法
、
ガ
ラ
ス
基
板
上

に
Ｃ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
と
呼
ば
れ
る
化

合
物
を
蒸
着
す
る
方
法
、
フ

ィ
ル
ム
に
化
合
物
を
蒸
着
す

る
方
法
が
あ
る
。
シ
リ
コ
ン

ウ
エ
ハ
ー
で
製
造
す
る
方
法

で
は
従
来
と
同
様
の
半
導
体

製
造
装
置
で
、
ガ
ラ
ス
基
板

上
に
化
合
物
を
蒸
着
す
る
方

法
で
は
液
晶
パ
ネ
ル
の
製
造

法
と
同
様
に
行
う
。

　
フ
ィ
ル
ム
に
化
合
物
を
蒸

着
す
る
方
法

ロ
ー
ル
・
ツ

ー
・
ロ
ー
ル
方
式

は
フ
ィ

ル
ム
を
巻
き
な
が
ら
製
造
す

る
た
め
に
生
産
の
低
コ
ス
ト

化
が
可
能
だ
。
巻
き
取
る
フ

ィ
ル
ム
を
長
く
す
れ
ば
よ
り

一
層
の
低
コ
ス
ト
を
実
現
で

き
る
が
、
ロ
ー
ル
が
巻
き
取

る
直
径
は
大
き
く
な
る
。
直

径
の
２
乗
に
比
例
し
て
駆
動

に
利
用
す
る
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

ー
の
大
容
量
化
が
必
要
だ
。

　
そ
こ
で
当
社
は
最
高
回
転

数
が
１
分
間
に
１
５
０
０
回

転
と
、
同
８
０
０
回
転
で
、

容
量
は

、

電
源
電
圧
Ａ
Ｃ
２
０
０

な
ど
の
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
ド

ラ
イ
ブ
大
容
量
モ
デ
ル
を
開

発
。
「
Σ
―
Ｖ
シ
リ
ー
ズ
」

に
追
加
し
た
。
速
度
周
波
数

応
答
１
・
６

を
達
成

し
、
従
来
モ
デ
ル
と
同
様
の

高
度
な
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
が
可

能
な
機
能
を
搭
載
し
た
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
や
太
陽
電
池
と
い

っ
た
環
境
負
荷
の
低
減
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

す
る
た
め
の
製
品
自
体
の
製

造
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
、

一
層
の
省
エ
ネ
化
は
重
要
に

な
っ
て
い
る
。
位
置
決
め
装

置
や
サ
ー
ボ
ド
ラ
イ
ブ
の
高

速
化
や
高
精
度
化
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
期
間
の
長
期
化
な
ど

は
い
う
ま
で
も
な
く
、
装
置

自
体
の
小
型
・
軽
量
化
な
ど

も
行
う
こ
と
で
、
半
導
体
製

造
装
置
、
フ
ァ
ブ
の
高
効
率

化
や
省
エ
ネ
化
に
貢
献
で
き

る
と
考
え
る
。


